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おたずねに答えて ‒Ｑ＆Ａ-



来島海峡大橋（愛媛県）
表紙イラスト　永吉 秀司

鳴門海峡、関門海峡と並び昔から海
の難所として名高い来島海峡に架か
る全長4kmの来島海峡大橋は、スレ
ンダーな姿が美しい世界初の三連吊
橋です。
広島県尾道市と愛媛県今治市を結ぶ
瀬戸内しまなみ海道の最も四国側に
位置し、瀬戸内海の絶景を楽しめる
空中サイクリングの基点としてサイ
クリストの聖地ともいわれていま
す。
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基本理念
私たちの使命

私たちは、国民の皆様に信頼
される専門機関として、
診療報酬の「適正な審査」と

「迅速な支払」を通じ、
国民の皆様にとって大切な医
療保険制度を支えます。

今月の表紙

2019.4.16　再校その２
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医療保険等の動き マンスリーノート
支払基金における審査状況（平成31年1月審査分）
医療費の動向 診療報酬等確定状況（平成31年1月診療分）
支払基金が受託している医療費助成に係る事業内容の更新について
インフォメーション
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審査委員長に伺いました。

審査を通して日本の医療保険制度を
守っているという自負をもっています
神奈川県社会保険診療報酬請求書審査委員会 審査委員長　田口　進

保険請求の基礎知識

医学のはなし　知っておきたい病気の豆知識　連載118回

子宮筋腫　診断と管理の考え方
藤間病院（埼玉県）院長　清水　謙

クローズアップ 〜支払基金の職員を紹介します〜

職員パフォーマンスを最大限に
発揮させる審査事務分担
～「実績の向上」「適正な審査」へ ～
宮城支部審査業務部審査業務第2課 審査業務第2係第1班長　熊田 英明

6

10

特別寄稿

日本の素晴らしい医療制度
医療法人平成博愛会 博愛記念病院 理事長　武久 洋三

保険者インタビュー

「健康経営銘柄」を5年連続で取得するなど、
会社と健保組合が連携しコラボヘルスによる

「健康経営」のトップランナーを実現
花王健康保険組合を訪ねて

おたずねに答えて－Ｑ＆Ａ－



おたずねに
答えて

このQ＆Aは支払基金に寄せられた「お問い合わせ」の中から紹介しています。

AQ
オンラインによる返戻再請求

Q1

　オンライン請求を実施している保険医療機関等への返戻レセプト（電子レセプト）
は、オンラインからCSV形式のデータをダウンロードした場合でも、紙による返戻レ
セプトを送付していますが、電子レセプトとしての一元管理等のメリットがある「オ
ンラインによる返戻再請求」の導入をご検討いただきますよう、お願いします。

　レセプトのオンライン請求を実施している医療機関です。
　支払基金からオンラインによる返戻レセプトをダウンロードし
た場合、支払基金から紙レセプトは返戻されないのでしょうか。

A1

医療機関
からの
質　問
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Q2

　厚生労働省の記載要領において「設定可能な保険者番号がなくなり次第、東京都の
場合「63」を設定することとする。」と示されています。

平成30年3月26日付け保医発0326第5号
第3　診療報酬明細書の記載要領（様式第2） 
別添2　保険者番号、公費負担者番号、公費負担医療の受給者番号並びに医療機関コー
ド及び薬局コード設定要領（抜粋）
第1　保険者番号

（中略）

3　都道府県番号は、4の保険者等の所在地の都道府県ごとに別表2に定める番号とする。
　なお、コードについては、都道府県ごと左に掲げるコード（例：北海道の場合「01」）
から設定することとし、当該コードにおいて設定可能な保険者別番号がなくなり次第、
右に掲げるコード（例：北海道の場合「51」）を設定することとする。

別表2　都道府県番号表

　患者の保険証に記載されている保険者番号の都道府県番号が
「13」でなく「63」となっています。
　東京都の場合は「13」だと思いますが、この都道府県番号で
間違いないでしょうか。

A2

医療機関
からの
質　問

都道府県名 コード 都道府県名 コード 都道府県名 コード 都道府県名 コード

北海道 01又は 51 東　京 13又は 63 滋　賀 25又は 75 香　川 37又は 87

青　森 02又は 52 神奈川 14又は 64 京　都 26又は 76 愛　媛 38又は 88

岩　手 03又は 53 新　潟 15又は 65 大　阪 27又は 77 高　知 39又は 89

宮　城 04又は 54 富　山 16又は 66 兵　庫 28又は 78 福　岡 40又は 90

秋　田 05又は 55 石　川 17又は 67 奈　良 29又は 79 佐　賀 41又は 91

山　形 06又は 56 福　井 18又は 68 和歌山 30又は 80 長　崎 42又は 92

福　島 07又は 57 山　梨 19又は 69 鳥　取 31又は 81 熊　本 43又は 93

茨　城 08又は 58 長　野 20又は 70 島　根 32又は 82 大　分 44又は 94

栃　木 09又は 59 岐　阜 21又は 71 岡　山 33又は 83 宮　崎 45又は 95

群　馬 10又は 60 静　岡 22又は 72 広　島 34又は 84 鹿児島 46又は 96

埼　玉 11又は 61 愛　知 23又は 73 山　口 35又は 85 沖　縄 47又は 97

千　葉 12又は 62 三　重 24又は 74 徳　島 36又は 86

保険者番号について
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熊田 英明 宮城支部審査業務部審査業務第2課 審査業務第2係第1班長
平成13年4月1日入所

職員パフォーマンスを最大限に
発揮させる審査事務分担 

～ 「実績の向上」「適正な審査」へ ～

　　　　　　       〜支払基金の職員を紹介します〜クローズアップ 　　　　　　　　　　　　　　　

担
当
業
務
の
紹
介

　
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
の
工
程
は
、「
医
療

機
関
単
位
に
よ
る
受
付
」
に
始
ま
り
、「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
」、「
職
員
に
よ
る

審
査
事
務
」、「
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
」、「
審

査
委
員
会
で
の
合
議
・
決
定
」
と
い
う
流
れ
と

な
り
ま
す
。
私
は
そ
の
中
で
、
審
査
事
務
を
主

な
業
務
と
す
る
審
査
業
務
課
に
所
属
し
て
い
ま

す
。

　
「
職
員
に
よ
る
審
査
事
務
」
と
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
診
療
内
容
が
保
険
診
療
ル
ー

ル
に
適
合
し
て
い
る
か
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
あ

と
に
、
職
員
の
目
視
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
こ

の
審
査
事
務
で
は
、
診
療
報
酬
点
数
表
等
か
ら

明
ら
か
に
請
求
誤
り
と
判
断
で
き
る
事
例
の
処

理
や
、
診
療
内
容
に
疑
問
が
あ
る
レ
セ
プ
ト
に

疑
問
事
項
を
入
力
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後

の
「
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
」
で
は
、
こ
の
疑

問
事
項
を
含
め
た
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
私
は
、
よ
り
充
実
し
た
審
査
事
務
を
行
う
た

め
の
審
査
充
実
グ
ル
ー
プ
の
委
員
と
し
て
、
宮

城
支
部
に
お
け
る
審
査
事
務
の
職
員
分
担
の
振

り
分
け
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

支
払
基
金
は
診
療
報
酬
の
「
適
正
な
審
査
」

を
使
命
と
し
て
お
り
、
審
査
事
務
は
そ
の
根
幹

と
も
な
る
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
宮
城
支
部
に
お
け
る
審
査

事
務
分
担
の
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
変
更
点
、

今
後
予
定
さ
れ
る
支
払
基
金
法
改
正
に
伴
っ
て

必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
未
来
へ
の
準
備
も
含

め
、
紹
介
し
ま
す
。

均
等
な
件
数
配
分
か
ら

審
査
の
内
容
に
応
じ
た
配
分
へ

　

現
在
、
レ
セ
プ
ト
の
請
求
は
オ
ン
ラ
イ
ン
・

電
子
媒
体
で
98
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
紙
か
ら
電
子
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
効
率
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
た
め
、
宮
城

支
部
で
は
こ
れ
ま
で
班
ご
と
に
受
け
付
け
た
郡

市
単
位
で
の
件
数
が
均
等
と
な
る
よ
う
に
行
っ

て
い
た
審
査
事
務
分
担
を
、
診
療
科
単
位
に
改

め
、
件
数
に
つ
い
て
も
審
査
の
内
容
を
反
映
さ

せ
た
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
電
子
化
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
の

審
査
事
務
を
行
う
上
で
指
標
と
な
る
項
目
を
抽

出
し
、
件
数
に
反
映
さ
せ
る
「
指
数
化
」
で
す
。

入
院
件
数
・
点
数
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

付
せ
ん
箇
所
数
、
再
審
査
申
し
出
箇
所
数
等
を

指
標
と
し
、
内
科
を
基
準
と
し
た
受
付
件
数
１

件
当
た
り
の
指
数
と
す
る
こ
と
で
、
診
療
科
ご

と
の
比
較
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
指

数
を
受
付
件
数
に
か
け
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

審
査
の
内
容
が
反
映
さ
れ
た
件
数
と
し
て
個
人

（
班
）
単
位
で
均
等
化
し
ま
し
た
。

目
指
す
べ
き
（
も
た
ら
し
）
効
果

　
診
療
科
単
位
の
分
担
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

職
員
の
知
識
が
分
散
せ
ず
、
個
人
（
班
）
単
位

で
の
診
療
科
ご
と
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
蓄
積

さ
れ
た
知
識
を
生
か
し
て
よ
り
深
い
理
解
に
根

差
し
た
審
査
事
務
を
行
い
、
保
険
者
、
医
療
機

関
の
皆
さ
ま
か
ら
の
審
査
に
対
す
る
ご
質
問
に

も
的
確
に
回
答
で
き
る
、
説
明
責
任
が
果
た
せ

る
人
材
の
育
成
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
審
査
事
務
の
質
が
保
た
れ
、「
実

績
の
向
上
」、「
適
正
な
審
査
」
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。

未
来
（
将
来
）
の
あ
る
べ
き
姿

　
今
後
、
審
査
事
務
業
務
は
、
全
国
10
か
所
程

度
に
集
約
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
組
織
の
一
体
性
を
発
揮
し
、
全
国
統

一
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
審

査
事
務
分
担
に
つ
い
て
も
統
一
し
た
方
法
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
審
査
事
務
が
行
え
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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高
気
圧
酸
素
治
療
を
算
定
し
た
場
合
の
「
摘
要
」
欄

へ
の
「
記
載
事
項
」
に
つ
い
て

事例❶

医科

　高気圧酸素治療を算定した場合の「摘要」欄への「記載事項」については、平成30年3月26日付け厚生労働省通知
保医発0326第5号「「診療報酬請求書等の記載要領等について」等の一部改正について」（以下、「診療報酬請求書等
の記載要領」という。）の別表Ⅰに示されています。

　本事例については、高気圧酸素治療（減圧症又は空気塞栓）が算定されています。
　当該処置料を算定した場合は、診療報酬請求書等の記載要領の別表Ⅰ〔項番324〕に示されているとおり、「一
連の治療における初回実施日及び初回からの通算実施回数（当該月に実施されたものを含む。）」及び「減圧症
又は空気塞栓が発症した月日」を「摘要」欄に記載することが必要となりますので、ご留意ください。

基礎 知識
今回は①「高気圧酸素治療を算定した場合の「摘要」欄への「記載事項」について」②「経皮的動脈血酸素飽
和度と呼吸器リハビリテーション料を併せて算定している場合について」③「歯周基本治療処置の算定につい
て」④「加圧根管充填処置の算定について」⑤「同一傷病等での再入院に係る取扱い」を掲載します。

【通知　平成30年3月26日付け厚生労働省通知保医発0326第5号】

   別表Ⅰ　診療報酬明細書の「摘要」欄への記載事項等一覧（医科）（抜粋）

※　「記載事項」欄における括弧書は、該当する場合に記載する事項であること。
※　「記載事項」欄の記載事項は、特に記載している場合を除き、「摘要」欄へ記載するものであること。

項番 区分 診療行為名称等 記載事項

324 J027 高気圧酸素治療

一連の治療における初回実施日及び初回からの通算実施回数（当該月に実
施されたものを含む。）を記載すること。

（高気圧酸素治療の「1」を算定した場合）
減圧症又は空気塞栓が発症した月日を記載すること。

（高気圧酸素治療の「1」について、長時間加算を算定した場合）
高気圧酸素治療の実施時間を記載すること。
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【通知　平成30年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号】　
別添1（抜粋）
　医科診療報酬点数表に関する事項
　　第2章　特掲診療料
　　　第7部　リハビリテーション

第1節　リハビリテーション料
　　　　H003　呼吸器リハビリテーション料
　　　　  ⑴～⑵　略

⑶　呼吸器リハビリテーション料の所定点数には、

区分番号「D200」 から「D204」までに掲げ
る呼吸機能検査等、区分番号「D223」経皮
的動脈血酸素飽和度測定及びその他のリハビリ
テーションに付随する諸検査及び呼吸機能訓練
と同時に行った区分番号「J024」酸素吸入の
費用が含まれる。

⑷～⑼　略

経
皮
的
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
と
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
料
を
併
せ
て
算
定
し
て
い
る
場
合
に

つ
い
て

事例❷

医科

　本事例については、経皮的動脈血酸素飽和度と呼吸器リハビリテーション料⑴が併せて算定されています。
　当該検査の費用は、通知の「H003　呼吸器リハビリテーション料の⑶」に示されているとおり、呼吸器リ
ハビリテーション料の所定点数に含まれることから算定できませんので、ご留意ください。

　経皮的動脈血酸素飽和度については、平成30年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号「診療報酬の算定方
法の一部改正に伴う実施上の留意事項について」（以下、「通知」という。）の別添1に「呼吸器リハビリテーション料
の所定点数には、区分番号「D200」から「D204」までに掲げる呼吸機能検査等、区分番号「D223」経皮的動脈血酸
素飽和度測定及びその他のリハビリテーションに付随する諸検査及び呼吸機能訓練と同時に行った区分番号「J024」
酸素吸入の費用が含まれる。」と示されています。

保険請求の基礎 知識
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歯
周
基
本
治
療
処
置
の
算
定
に
つ
い
て

事例❸

歯科

　歯周基本治療処置の算定については、平成30年3月5日付け厚生労働省告示第43号において、次のように示されて
います。

【告示　平成30年3月5日付け厚生労働省告示第43号】　
別表第二
　歯科診療報酬点数表
　　第2章　特掲診療料
　　　第8部　処置

第1節　処置料
　　　　I011-3　歯周基本治療処置（1口腔につき）
　　　　  注1　区分番号Ｉ011に掲げる歯周基本治療を行っ

た部位に対して、薬剤により歯周疾患の処置（区
分番号Ｉ010に掲げる歯周疾患処置を除く。）を
行った場合は、月1回に限り算定する。

注2　区分番号Ｉ010に掲げる歯周疾患処置を算定
した月は、歯周基本治療処置は別に算定できな
い。

注3　薬剤に係る費用は、所定点数に含まれる。

　本事例については、同月に歯周基本治療処置が2回算定されています。平成30年3月5日付け厚生労働省告示
第43号に、「区分番号I011に掲げる歯周基本治療を行った部位に対して、薬剤により歯周疾患の処置（区分番
号I010に掲げる歯周疾患処置を除く。）を行った場合は、月1回に限り算定する。」と示されていることから、
月1回の算定となりますので、ご留意ください。
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加
圧
根
管
充
填
処
置
の
算
定
に
つ
い
て

事例❹

歯科

　本事例については、歯科エックス線撮影の算定がなく、加圧根管充填処置が算定されています。平成30年3
月5日付け保医発0305第1号の通知に、「加圧根管充填処置とは、アピカルシート又はステップの形成及び根
管壁の滑沢化（根管形成）が行われた根管に対して、ガッタパーチャポイント等を主体として根管充填材を加
圧しながら気密に根管充填を行うことをいう。なお、根管充填後に歯科エックス線撮影で気密な根管充填が行
われていることを確認する。」と記載されていることから、加圧根管充填処置は算定できません。なお、同通
知に、「加圧根管充填処置を行った場合は、歯科エックス線撮影を行い、気密な根管充填が行われていること
を確認するが、妊娠中で同意が得られない場合においてはこの限りでない。（後略）」と記載されておりますが、
この場合における記載事項として、平成30年3月26日付け厚生労働省通知保医発0326第5号に、「（加圧根管
充填後の歯科エックス線撮影において、妊娠中であり、エックス線撮影に同意が得られない場合）妊娠中であ
り、エックス線撮影に同意が得られない旨を記載すること。」とされていますので、ご留意ください。

【通知　平成30年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号】
別添２
　歯科診療報酬点数表に関する事項
　　第2章　特掲診療料
　　　第8部　処置
　　　　第1節　処置料
　　　　　I008-2　加圧根管充填処置

　　　　　  ⑴　 略
⑵　加圧根管充填処置とは、アピカルシート又は

ステップの形成及び根管壁の滑沢化（根管形成）
が行われた根管に対して、ガッタパーチャポイ
ント等を主体として根管充填材を加圧しながら

気密に根管充填を行うことをいう。なお、根
管充填後に歯科エックス線撮影で気密な根管
充填が行われていることを確認する。

⑶　加圧根管充填処置を行った場合は、歯科
エックス線撮影を行い、気密な根管充填が行
われていることを確認するが、妊娠中で同意
が得られない場合においてはこの限りでない。
ただし、この場合においては、その理由を診
療録に記載すること。

⑷⑸　略

【通知　平成30年3月26日付け厚生労働省通知保医発0326第5号】

   別表Ⅰ　診療報酬明細書の「摘要」欄への記載事項等一覧（歯科）（抜粋）

※「記載事項」欄における括弧書は、該当する場合に記載する事項であること。

　加圧根管充填処置の算定については、平成30年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号「診療報酬の算定方
法の一部改正に伴う実施上の留意事項について」及び平成30年3月26日付け厚生労働省通知保医発0326第5号「「診
療報酬請求書等の記載要領等について」等の一部改正について」において、次のように示されています。

項番 区分 診療行為
名称等 記載事項 レセプト電算処理

システム用コード
左記コードによる
レセプト表示文言

78 Ｉ008-2 加圧根管
充填処置

（加圧根管充填後の歯科エックス線撮影において、妊
娠中であり、エックス線撮影に同意が得られない場合）
妊娠中であり、エックス線撮影に同意が得られない
旨を記載すること。

820100390 妊娠中
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　本事例については、７日以内に再入院した患者であって、直近の入院における「医療資源を最も投入した傷
病名」は「C102中咽頭側壁癌」（診断群分類030013）、再入院の際の「医療資源を最も投入した傷病名」は

「C770頚部リンパ節転移」（診断群分類030017）と異なりますが、診断群分類の上６桁「03001x」は一致して
います。
　平成30年3月20日付け厚生労働省通知保医発0320第3号に、直近のＤＰＣ算定対象となる病棟等に入院して
いた際の「医療資源を最も投入した傷病名」と再入院の際の「医療資源を最も投入した傷病名」の診断群分類
の上６桁が同一である場合は、当該再入院は前回入院と一連の入院とみなすことと記載されており、平成30年
11月19日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡に、診断群分類の上６桁が03001x として同一となる場合は、
同一として一連の入院として取り扱うと記載されておりますので、ご留意ください。

【通知　平成30年3月20日付け厚生労働省通知保医発0320第3号】
第3　費用の算定方法

　　1　診療報酬の算定

　　　⑺　同一傷病等での再入院に係る取扱い

　①　ＤＰＣ算定対象となる病棟等に入院していた患

者（地域包括ケア入院医療管理料を算定する病床

において診断群分類点数表によって算定する患者

を含む。）が、当該病棟等より退院した日の翌日

又は転棟した日から起算して７日以内にＤＰＣ算

定対象となる病棟等（地域包括ケア入院医療管理

料を算定する一般病棟の病床を含む。）に再入院

（ＤＰＣ算定対象とならない病棟へ転棟した後の

再転棟及び当該保険医療機関と特別な関係にある

保険医療機関に再入院した場合も含む。以下「再

入院」という。）した場合について、次に該当す

る場合は、当該再入院は前回入院と一連の入院と

みなすこととし、当該再入院の入院期間の起算日

は初回の入院日とする。なお、退院期間は入院期

間として算入しない（ＤＰＣ算定対象とならない

病棟への転棟期間は入院期間として算入する。）。

ア　直近のＤＰＣ算定対象となる病棟等に入院し

ていた際の「医療資源を最も投入した傷病名」

と再入院の際の「入院の契機となった傷病名」

の診断群分類の上２桁が同一である場合又は直

近のＤＰＣ算定対象となる病棟等に入院してい

た際の「医療資源を最も投入した傷病名」と再

入院の際の「医療資源を最も投入した傷病名」

の診断群分類の上６桁が同一である場合（以下

「同一傷病」という。）

【平成30年11月19日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡「疑義解釈資料の送付について（その９）」】
医科診療報酬点数表関係（ＤＰＣ）

　同一傷病での再入院の取扱い

　　問３　７日以内の再入院であって、前回の入院と今回の

入院の「医療資源を最も投入した傷病名」がそれぞ

れ、030011 唾液腺の悪性腫瘍、030012 上咽頭の悪

性腫瘍のように、診断群分類の上６桁が03001x 

として同一となる場合は、同一として一連の入院と

して取り扱うか。

　　　 （答）   一連の入院として取り扱う。

　同一傷病等での再入院に係る取扱いについては、平成30年3月20日付け厚生労働省通知保医発0320第3号「厚生労
働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法の一部改正等に伴う実施上の留意事項につい
て」及び平成30年11月19日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡「疑義解釈資料の送付について（その９）」におい
て、次のとおり示されています。

本件に関する通知の内容につきましては、左記の２次元バーコードから確認いただくことが
できます。

月刊基金 May 201921



平成31年1月審査分の審査状況（医科歯科計）

　平成31年1月審査分の原審査および再審査の状況と、それぞれの時系列推移の概要です。                                                              
　原審査の査定件数は75万件（対前年増減率▲2.0％）、査定点数は3億3808万点（同＋0.9％）となってい
ます。
　一方、保険者からの申出による再審査の査定件数は21万件（同+1.2％）、査定点数は6,849万点（同▲2.4％）
となっています。
　支払基金における審査状況の詳細は、支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）からご覧いただけます。

処理区分

全管掌

件数 請求1万件
当たり件数

対前年増減率（％）

件数 請求1万件
当たり件数

請求 64,828,602 － 2.9 －
査定 749,009 115.5 ▲ 2.0 ▲ 4.7

単月点検分 502,201 77.5 ▲ 3.0 ▲ 5.7
突合点検分 133,411 20.6 ▲ 0.2 ▲ 3.0
縦覧点検分 113,397 17.5 0.4 ▲ 2.4

全管掌

点数 請求1万点
当たり点数

対前年増減率（％）

点数 請求1万点
当たり点数

120,591,455,119 － 3.0 －
338,076,404 28.0 0.9 ▲ 2.0
270,540,162 22.4 2.7 ▲ 0.3
36,388,368 3.0 ▲ 10.2 ▲ 12.8
31,147,874 2.6 ▲ 0.2 ▲ 3.1

●原審査

●再審査

処理区分

全管掌

件数 請求1万件
当たり件数

対前年増減率（％）

件数 請求1万件
当たり件数

保
険
者

原審どおり 618,097 101.9 3.7 2.0
査定 208,766 34.4 1.2 ▲ 0.5

単月点検分 100,268 16.5 3.9 2.2
突合点検分 48,720 8.0 ▲ 7.4 ▲ 8.9
縦覧点検分 59,778 9.9 4.6 2.9

審査返戻 3,430 0.6 0.6 ▲ 1.1
医
療
機
関

原審どおり 15,354 2.5 ▲ 23.8 ▲ 25.1
査定 8,068 1.3 ▲ 18.6 ▲ 19.9

資
格
返
戻
等

資格返戻 99,086 15.3 ▲ 0.3 ▲ 3.1
事務返戻 15,539 2.4 ▲ 17.1 ▲ 19.4
その他 45,172 7.0 ▲ 1.8 ▲ 4.5

全管掌

点数 請求1万点
当たり点数

対前年増減率（％）

点数 請求1万点
当たり点数

－ － － －
68,488,553 5.8 ▲ 2.4 ▲ 5.5
32,636,993 2.8 1.0 ▲ 2.3
13,422,457 1.1 ▲ 15.8 ▲ 18.5
22,429,103 1.9 2.4 ▲ 0.9
61,917,743 5.2 ▲ 6.6 ▲ 9.6

－ － － －
▲ 11,975,481 ▲ 1.0 ▲ 20.2 ▲ 22.8

297,323,319 24.7 0.4 ▲ 2.5
73,624,295 6.1 ▲ 8.4 ▲ 11.1

669,700,550 55.5 8.1 5.0

用語の説明
請　　求 医療機関から請求があったレセプトのうち、保険者等へ請求したもの
原 審 査 医療機関から請求があったレセプトに対する審査
再 審 査 原審査後のレセプトに、保険者又は医療機関が再度の審査を申し出たものに対する審査
査　　定

原審査 原審査において査定したもの
再審査 再審査の結果、診療内容について保険者又は医療機関からの申出により査定したもの

単月点検 明細書１件単位の審査

突合点検 医科・歯科レセプトと調剤レセプトを照合した審査
（医科・歯科レセプトと調剤レセプトを照合した結果、査定となった調剤レセプトの件数・点数を含む）

縦覧点検 複数月単位の審査（入院レセプトと外来レセプトを照合した審査＝入外点検を含む）
資格返戻 保険者から受給資格がないとの申出があり、医療機関に返戻照会したもの
事務返戻 保険者からの申出のうち、事務内容について医療機関に返戻照会したもの
そ の 他 医療機関からの取り下げ依頼等によるもの
請求1万件（点）当たり件数（点数）

原審査 原審査請求件数（点数）に対する原審査査定件数（点数） のもの
再審査 4 ～ 6か月前平均原審査請求件数（点数）に対する再審査査定件数（点数） のもの

※記号の説明    「－」は掲げる計数がないもの、「▲」は負数のもの

（件）

（件）

（点）

（点）

支払基金における審査状況

トップページ → 統計情報 → 審査統計支払基金 検 索
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原審査請求件数・点数の推移（医科歯科計）

原審査査定件数・点数の推移（医科歯科計）

請求件数

請求１万件当たり原審査査定件数

請求点数

請求１万点当たり原審査査定点数

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

7,100

5,300

5,600

5,900

6,200

6,500

6,800

（万件）

5,920

5,700

6,093
6,199

6,764

6,235

6,421

5,730

5,877

6,122

5,724

6,302
6,389

対前年増減率　＋2.9%
対前月増減率   ＋5.0%

6,176

6,483

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

110.0

117.0

124.0

131.0

138.0

145.0

（件）
152.0

125.5

123.8

149.1

119.9
113.0

対前年増減率　▲4.7%
対前月増減率　▲2.1%

119.0

147.6

122.5

125.9

116.7

122.2

121.3
122.0

118.0
115.5

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

31.0

32.0

33.0

34.0

35.0

36.0

37.0
（件）

34.2

33.0

33.9

34.6

34.5

33.9

35.7

31.7

34.1

32.7 32.8
33.1

34.1 34.2

34.4

対前年増減率　▲0.5%
対前月増減率　＋0.7%

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300
（億点）

1,047

1,152
1,173 1,171

1,240

1,128

1,195

1,065

1,095

1,185

1,188

1,110

1,230

1,178

1,206

対前年増減率　＋3.0%
対前月増減率   ＋2.4%

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

26.0

27.0

28.0

29.0

30.0

31.0

32.0
（点）

27.2

28.2
28.0

29.1

27.1

28.6 28.6

28.8

28.3

27.6

29.3

27.4 27.6

28.7

28.0

対前年増減率　▲2.0%
対前月増減率　▲2.1%

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

5.5

5.7

5.9

6.1

6.3

6.5

6.7
（点）

対前年増減率　▲5.5%
対前月増減率　▲1.8%5.7

6.3

6.2 6.1

6.4

5.9

6.6

5.9

6.1
6.1

6.0

5.8 6.0
5.9

5.8

再審査査定（保険者）件数・点数の推移（医科歯科計）

請求１万点当たり再審査査定点数請求１万件当たり再審査査定件数

平成30年度　　　　平成29年度　　　　平成28年度
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10,000

9,500

9,000

8,500

8,000

7,500

7,000

10,500

10,000

9,500

9,000

8,500

8,000

11,000

27年 28年 29年
3月1月 月 1月 2月 4月 月5 月6 月7 月8 月 月9 10 月11 月12 1

30年
月 2月 3月 4  月 5  月 6  月 7  月

10,500 11,500
（万件） （億円）

8月 9月 月101 月11 12月 1
31年
月

合 計 医科 歯科 調剤 食事・生活療養費 訪問

金額 前月比 前年
同月比 金額 前年

同月比 金額 前年
同月比 金額 前年

同月比 金額 前年
同月比 金額 前年

同月比
百万円 ％ ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

協会けんぽ 465,109 100.8 104.0 333,142 104.3 41,580 102.8 87,534 104.1 1,549 70.0 1,304 126.0 

船員保険 1,585 102.1 95.1 1,154 93.9 128 100.3 290 99.0 9 69.1 3 119.5 

共済組合 87,611 97.3 101.0 61,518 101.2 8,468 99.7 17,129 101.4 235 65.3 261 119.7 

健保組合 302,169 99.1 103.3 210,644 103.7 30,456 101.0 59,482 103.3 765 67.8 823 124.5 

医療保険合計 856,474 99.8 103.4 606,458 103.8 80,632 101.8 164,434 103.5 2,557 68.9 2,392 124.7 

各法合計 216,904 100.9 101.2 159,098 101.7 7,867 106.1 39,134 97.3 6,241 98.7 4,565 119.6 

総計 1,073,378 100.0 103.0 765,556 103.3 88,499 102.2 203,568 102.3 8,797 87.7 6,957 121.3 

合 計 医科 歯科 調剤 食事・生活療養費 訪問

件数 前月比 前年
同月比 件数 前年

同月比 件数 前年
同月比 件数 前年

同月比 件数 前年
同月比 件数 前年

同月比
千件 ％ ％ 千件 ％ 千件 ％ 千件 ％ 千件 ％ 千件 ％

協会けんぽ 41,407 103.3 104.7 22,397 104.5 5,056 103.4 13,929 105.6 274 100.3 25 121.2 

船員保険 120 105.7 101.2 65 100.9 14 99.9 41 102.1 1 92.7 0 116.9 

共済組合 9,112 100.2 102.8 4,952 102.7 1,112 100.4 3,043 104.0 51 97.0 5 114.1 

健保組合 30,869 101.9 103.9 16,547 103.8 3,882 101.6 10,423 105.1 163 99.6 17 119.3 

医療保険合計 81,509 102.4 104.2 43,962 104.0 10,063 102.4 27,437 105.2 489 99.7 47 119.7 

各法合計 18,082 98.2 109.9 9,695 109.6 1,449 111.7 6,845 109.7 179 98.2 92 121.4 

総計 99,591 101.6 105.2 53,657 105.0 11,512 103.5 34,282 106.1 668 99.3 139 120.8 

（注1）数値は、突合点検による原審査結果を反映したものである。
（注2）百万円未満四捨五入のため、合計および総計が一致しない場合がある。

診療報酬等確定件数・金額の詳細情報については、支払基金ホームページからご覧いただけます。
（支払基金ホームページ　https://www.ssk.or.jp/→統計情報→確定状況）

（注1）合計欄は、食事・生活療養費を除く件数とその対比である。   
（注2）千件未満四捨五入のため、合計および総計が一致しない場合がある。        

 

　平成31年1月診療分の確定件数は、総計で9,959万件
（前年同月比5.2％増）です。そのうち、医療保険合計は
8,151万件（同4.2％増）です。
　確定金額は、総計で1兆734億円（同3.0％増）です。
そのうち、医療保険合計は8,565億円（同3.4％増）です。

診療報酬等確定件数・金額の月別推移

確定件数および金額の状況 診療報酬等確定状況

医療費の
動向

件数
金額

種別

管掌別

管掌別

種別

件数（平成31年1月診療分）

金額（平成31年1月診療分）
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図4-2　調剤1件（回）当たり点数の伸び率（前年同月比）

図2-2　医科1件当たり点数の伸び率（前年同月比）

図2-1　医科1件当たり点数

図1-2　医科1日当たり点数の伸び率（前年同月比）

図1-1　医科1日当たり点数

図4-1　調剤1件（回）当たり点数

図3-2　歯科入院外1件（日）当たり点数の伸び率（前年同月比）

図3-1　歯科入院外1件（日）当たり点数

診療諸率の状況
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支払基金が受託している医療費助成に係る
事業内容の更新について

　北海道の一部市町村が実施する医療費助成事業の審査支払事務（被用者保険分）について受託しました。

　また北海道および長野県の一部市町村が実施する医療費助成事業の事業内容に変更がありました。

　詳細につきましては、支払基金ホームページよりご覧ください。

医療費助成事業に係る審査支払業務の受託状況（令和元年 5月現在）

主な 3 事業について、全市町村分を受託

主な 3 事業について、一部事業又は一部市町村分を受託

主な 3 事業は未受託であるが、それ以外の事業で全市町村分又は
一部市町村分を受託

未受託

※主な 3 事業とは、乳幼児医療・ひとり親家庭医療・重度心身障害者医療
　それ以外の事業とは、特定疾患治療・小児慢性特定疾患治療・老人医療など
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左の2次元バーコードから支払基金のホームページにおいて医療費助成事業につ

いて掲載しているページをご覧いただくことができます。

また、次の手順でも同じページをご覧いただけます。

事業内容 → 医療費助成事業関係業務 → 支払基金が受託している医療費助成事業

https://www.ssk.or.jp/支払基金
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

3月  1日 12月確定件数 前年比3.0%増加　～ 確定金額は1.3％増加 ～   

3月13日 平成31（2019）事業年度一般会計事業計画を公表   

3月15日 【お詫びと訂正】   「医科電子レセプトコンピュータチェック効果について」の誤り  

  全国基金審査委員長・支部長会議を開催   

3月18日 平成30年12月審査分の医科電子レセプトコンピュータチェック効果について   

  平成31年1月審査分の医科電子レセプトコンピュータチェック効果について   

  3月定例記者会見を開催   

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）新着状況

 3月理事会は18日に開催され、議題は次のとおりでした。
議　題
　１　議事
　　⑴　平成31事業年度特別会計予算、事業計画及び資金計画（案）

ア　後期高齢者医療関係
イ　前期高齢者関係
ウ　病床転換助成事業関係
エ　認可事業関係
オ　退職者医療関係
カ　介護保険関係
キ　特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等支給関係
⑵　平成31事業年度社会保障・税番号制度会計事業計画及び予算（案）

２　報告事項
⑴　後期高齢者支援金等の平成31年度第1期（5月）納付期限繰下げ
⑵　平成30事業年度特定B型肝炎ウイルス感染者給付金等支給関係特別会計予算、事業計画及び資金計画の変更の認可

３　定例報告
⑴　平成31年1月審査分の審査状況
⑵　平成31年3月審査分の特別審査委員会取扱状況
⑶　平成31年2月理事会議事録の公表

3月  1日 2020年度職員採用募集を開始しました   

  2020年度職員採用（障がい者）募集を開始しました   

  統計情報に確定状況及び収納状況（平成30年12月診療分）を追加しました   

  統計月報（平成30年12月診療分）を掲載しました   

  支部情報（各支部ページ）において「お知らせ」「診療報酬確定状況」「管掌別診療報酬等確定状況」を更新し
ました   

3月  6日 再審査等請求の手引きを掲載しました   

3月  7日 支払基金ホームページの常時暗号（SSL）化についてお知らせを掲載しました   

3月  8日 特定器材コードリストを更新しました   

3月12日 レセプト電算処理システムマスターファイル仕様説明書を更新しました   

  基本マスター（医科診療行為・コメント）を更新しました   

  平成30年度診療報酬改定に係るお知らせ   

3月14日 基本マスター（医薬品）を更新しました   

3月15日 基本マスター（特定器材）を更新しました   

3月19日 経過措置医薬品情報を更新しました   

  平成31年度「月刊基金」定期購読のご案内を掲載しています   

  平成30年度診療報酬改定に係るお知らせ   

3月20日 月刊基金「平成31年3月号」を掲載しました   

3月26日 基本マスター（医薬品）を更新しました   

  平成30年度診療報酬改定に係るお知らせ   

3月27日 特定個人情報保護評価書（全項目評価書）（案）に対する意見を募集します   

3月29日 「受付・事務点検ASPに係るチェックロジック」を更新しました   
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